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播
磨
国
赤
穂
郡
久
富
保
の
基
本
史
料
に
つ
い
て

前

田

徹

Iま

じ

め

播
磨
国
赤
穂
郡
久
富
保
は
、
基
本
史
料
と
な
る
東
寺
百
合
文
書
牛
函
五
号
の
五
通
の
文
書
が
、
播
磨
圏
在
庁
官
人
の
奏
為
辰
な
る
人

物
に
よ
る
開
発
所
領
形
成
の
様
相
を
い
き
い
き
と
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
に
類
例
の
少
な
い
領
主
的
開
発
の
典
型
的
な
姿
を
示
す

も
の
な
ど
と
し
て
、
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
研
究
史
に
お
け
る
論
点
は
、
在
地
領
主
制
の
形
成
過
程
を
は
じ
め
、
保

の
制
度
的
特
質
に
つ
い
て
や
、
初
期
中
世
の
用
水
路
建
設
の
具
体
例
と
し
て
の
検
討
、
あ
る
い
は
こ
の
史
料
が
示
す
開
発
地
の
景
観
復

原
的
研
究
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
集
大
成
と
も
い
え
る
『
相
生
市
史
』
第
一
巻
に
お
い
て
、
馬

田
綾
子
氏
は
、
こ
の
史
料
の
伝
来
に
つ
い
て
の
通
説
を
批
判
し
、
こ
れ
は
二
二
三

O
年
前
後
に
作
成
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
偽
文
書
で
あ
り
、

平
安
後
期
の
状
況
を
示
す
一
次
史
料
と
は
な
り
え
な
い
と
論
じ
た
。
こ
の
後
、
馬
田
氏
の
説
に
対
す
る
積
極
的
な
批
判
は
提
示
さ
れ
て

『
相
生
市
史
』
第
三
一
巻
の
歴
史
地
理
学
的
論
考
を
除
い
て
は
管
見
の
限
り
提
出

お
ら
ず
、
ま
た
久
富
保
に
つ
い
て
の
新
た
な
研
究
も
、

31 

さ
れ
て
い
な
い
。
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馬
田
氏
ら
の
執
筆
に
よ
る
『
相
生
市
史
』
の
矢
野
荘
の
歴
史
過
程
の
叙
述
は
、
研
究
史
で
提
起
さ
れ
て
い
る
諸
論
点
を
過
不
足
な
く

含
み
込
ん
だ
も
の
で
、
充
実
し
た
資
料
編
と
併
せ
て
本
稿
の
考
察
は
こ
れ
に
多
大
の
恩
恵
を
－
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
久
富
保
の
基
本

史
料
を
一
回
世
紀
前
期
の
作
成
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、

い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
馬
田

氏
の
論
に
対
す
る
筆
者
の
疑
問
点
を
提
示
し
な
が
ら
、
こ
の
史
料
の
真
偽
の
検
討
を
筆
者
な
り
に
行
う
。
ご
く
限
ら
れ
た
問
題
の
細
か

な
考
証
で
あ
る
が
、
研
究
史
上
に
お
い
て
注
目
を
集
め
て
き
た
史
料
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

史
料
の
伝
来
に
つ
い
て
の
研
究
史

本
稿
で
検
討
す
る
東
寺
百
合
文
書
牛
函
五
号
文
書
は
、
案
文
の
形
態
を
と
る
七
通
の
文
書
が
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
伝
来
し
て
い
る
。

巻
子
第
一
紙
の
端
裏
に
は
、

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
以
下
こ
の
名
称
に
よ
っ
て
、
ヰ
函
五
号

文
書
全
体
を
表
示
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
、
文
書
名
と
記
載
さ
れ
て
い
る
年
代
を
あ
げ
て
お
く
。

史
料
1

延
久
三
（
一

O
七
二
年
六
月
二
五
日
「
播
磨
大
橡
秦
為
辰
解
案
」

史
料
2

承
保
二
（
一

O
七
五
）
年
三
月
一
六
日
「
播
磨
国
赤
穂
郡
司
秦
為
辰
解
案
」

史
料
3

承
保
二
（
一

O
七
五
）
年
四
月
二
八
日
「
播
磨
国
赤
穂
郡
司
秦
為
辰
解
案
」

史
料
4

承
暦
三
（
一

O
七
九
〉
年
二
月
三
日
「
播
磨
大
援
奏
為
辰
解
案
」

史
料
5

承
徳
二
三

O
九
八
）
年
二
月
一

O
日
「
播
磨
大
接
奏
為
辰
久
富
保
公
文
職
井
重
次
名
地
主
職
等
譲
状
案
」

史
料
6

建
仁
三
三
二

O
一
二
〉
年
八
月
五
日
「
北
条
時
政
書
状
案
」



史
料
7

承
元
四
（
一
二
一

O
〉
年
九
月
一
一
日
「
北
条
義
時
書
状
案
」

播磨国赤穂郡久富保の基本史料について

こ
の
史
料
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
戦
前
の
清
水
三
男
氏
の
研
究
で
南
北
朝
期
に
寺
田
範
長
が
東
寺
に
提
出
し
た
案
文
で
あ
る

と
の
指
新
…
か
あ
っ
た
が
、
馬
田
氏
の
研
究
以
前
に
通
説
的
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
上
島
有
氏
の
研
鈴
ず
あ
っ
た
。
氏
は
、
南
北
朝
初

期
の
も
の
と
推
定
す
る
「
寺
田
範
長
申
状
案
」
の
記
述
か
ら
、
永
仁
年
聞
の
下
地
中
分
に
決
着
し
た
矢
野
荘
領
家
藤
原
氏
と
地
頭
海
老

名
氏
と
の
相
論
の
際
に
、
八
ム
文
寺
団
法
念
が
領
家
藤
原
氏
と
相
談
し
て
備
進
し
た
文
書
の
案
文
が
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
で
あ
る
と

し
た
。
そ
し
て
、
貞
和
四
（
一
三
四
八
）
年
五
月
に
寺
田
範
長
が
銭
一
五
貫
文
を
東
寺
か
ら
借
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
際
に
質
物

と
し
て
他
四
種
の
文
書
群
と
と
も
に
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
が
東
寺
に
引
き
渡
さ
れ
た
結
果
、
現
在
の
よ
う
に
東
寺
に
伝
来
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
真
文
書
と
み
る
見
解
と
は
別
に
、
早
く
宮
川
満
氏
は
、
文
書
の
伝
来
に
か
か
わ
っ
て
い
た
寺
田
法
念
が
こ
の
地
域
に
お

け
る
悪
党
の
張
本
人
で
あ
っ
た
点
な
ど
を
も
と
に
、

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、
や
や
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
た
。
但
し
、
宮
川
氏
は
疑
問
点
は
あ
る
が
、
史
料
の
記
述
自
体
は
一
一
世
紀
の
実
情
を
伝
え
て
い
る
と
し
て
い
抗
w

ま
た
、

久
保
田
和
彦
氏
は
史
料
の
伝
来
過
程
に
つ
い
て
は
上
島
氏
と
同
様
の
見
解
を
述
べ
つ
つ
も
、
史
料
1
の
一
部
に
案
文
作
成
時
の
加
筆
が

存
在
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
真
偽
の
検
討
を
よ
り
深
め
、

た
偽
文
書
で
あ
る
と
し
た
の
が
、

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
を
鎌
倉
末
・
南
北
朝
初
期
に
作
成
さ
れ

『
相
生
市
史
』
第
一
巻
の
馬
田
綾
子
氏
の
論
考
で
あ
る
。
本
稿
で
主
な
検
討
対
象
と
す
る
議
論
な
の

で
、
そ
の
論
拠
を
や
や
詳
し
く
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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ま
ず
第
一
に
、
史
料
3
に
よ
っ
て
一
部
さ
れ
る
奏
為
辰
の
領
有
権
申
請
領
域
が
、
矢
野
荘
立
荘
時
の
状
況
と
う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
と
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い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
史
料
3
に
記
載
さ
れ
た
四
至
は
、
現
存
の
地
名
や
近
世
史
料
に
よ
っ
て
現
地
比
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
成
果
に
よ
る
と
、
史
料
3
に
－
記
載
さ
れ
た
四
至
内
の
土
地
は
、
鎌
倉
期
に
は
「
浦
分
」
と
呼
ば
れ
た
相
生
湾
沿
岸
地
域
、
戦
後
の
町

村
合
併
以
前
の
旧
相
生
市
船
一
仁
ほ
ぽ
相
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
o

馬
田
氏
は
、
こ
の
地
域
が
矢
野
荘
立
荘
時
に
「
那
波
野
・
佐
方
野
」

と
呼
ば
れ
未
開
発
地
と
さ
れ
て
い
た
点
が
問
題
と
す
る
。
史
料
1
1
5
が
示
す
内
容
で
は
、
こ
の
地
域
は
一
一
世
紀
後
期
に
奏
為
辰
に

よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
国
衛
か
ら
そ
の
領
有
権
が
認
め
ら
れ
て
子
孫
に
相
伝
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
土
地
が
一
二
世
紀
前
期

の
矢
野
荘
立
荘
時
に
野
地
に
戻
っ
て
い
る
の
は
お
か
し
く
、

ま
た
開
発
地
で
あ
っ
て
も
完
全
に
野
地
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、

そ

の
時
点
で
土
地
に
対
す
る
権
利
は
失
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
、

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
の
信
溶
性
に
疑
問

を
生
じ
さ
せ
る
点
と
す
る
。

第
二
に
、
史
料
5
で
秦
為
辰
が
子
息
に
譲
与
し
た
名
が
重
次
名
と
記
載
さ
れ
て
い
る
点
も
疑
問
点
と
し
て
い
る
。

「
開
発
相
承
文
書

等
案
」
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
奏
為
辰
の
子
孫
と
考
え
ら
れ
て
い
た
矢
野
荘
公
文
職
の
寺
田
一
族
の
名
は
、
鎌
倉
期
の
史
料
で
は

一
貫
し
て
重
藤
名
で
あ
り
、
名
名
が
違
っ
て
い
る
の
は
不
自
然
と
す
る
。

第
三
に
、

上
島
氏
ら
が
注
目
し
て
い
た
「
寺
田
範
長
申
状
案
」
の
記
述
に
不
自
然
な
点
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
史
料
で
寺
田
範

長
は
、
下
地
中
分
に
決
着
し
た
相
論
の
際
に
、
彼
の
祖
父
法
念
が
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
を
備
進
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
馬

〔日
υ

田
氏
は
、
史
料
3
が
示
す
四
至
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
浦
分
は
永
仁
の
下
地
中
分
の
対
象
地
で
は
な
く
、
史
料
3
を
含
む
「
開
発
相
承
文
書

等
案
」
は
下
地
中
分
に
決
着
し
た
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
書
類
と
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
点
、
が
不
自
然
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
馬
田
氏
は
、

こ
れ
ら
三
点
か
ら
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
を
偽
文
書
と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
氏
は
、

「
寺
田
範
長
申
状
案
」
の
記
載
を
も
と
に
、
偽
文
書
利
用
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

「
寺
田
範
長
申
状
案
」



の
東
寺
に
対
す
る
陳
述
は
、
東
寺
が
当
時
支
配
を
及
ぼ
し
て
い
な
か
っ
た
浦
分
地
域
の
下
地
中
分
を
獲
得
す
る
手
段
と
し
て
、
範
長
が

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
を
提
供
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
見
返
り
と
し
て
矢
野
荘
例
名
の
公
文
職
以
下
の
安
堵
を
求
め
た

も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
偽
文
書
」
作
成
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
可
能
性
に
と
ど
ま
る
と
し
な
が
ら
も
、

三
三

O
年
前
後
の
、
矢
野
荘
元
領
家
藤
原
冬
網
と
東
寺
と
の
浦
分
を
め
ぐ
る
相
論
の
過
程
で
、
藤
原
氏
側
に
つ
い
た
寺
田
範
長
に
よ
っ

播磨国赤穂郡久富保の基本史料について

て
偽
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
し
て
い
る
。

偽
文
書
説
の
検
討

次
に
馬
田
氏
の
論
拠
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
第
一
の
論
拠
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
馬
田
氏
は
史
料

1
1

4
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
奏
為
辰
の
開
発
地
が
荒
廃
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
領
有
権
自
体
存
在
し
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
と
し
て
、
文
書

の
信
溶
性
を
疑
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
論
理
の
飛
躍
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仮
に
秦
為
辰
が
子
孫
に
伝
え
た
開
発

地
の
領
有
権
が
荒
廃
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
と
、
文
書
自
体
が
存
在
す
る
こ
と
と
は
ま
っ
た
く
別
次
元
の
問
題
で

あ
る
。
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
領
有
権
の
消
滅
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
文
書
自
体
が
存
在
し
続
け
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
う
る
こ
と
で
は

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
を
偽
文
書
と
す
る
論
拠
に
は
な
ら
な
い
。

な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
馬
田
氏
の
第
一
の
論
拠
は
、

第
二
の
、
名
名
が
異
な
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
疑
問
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
逆
に
真
文
書
で
あ
る
と
す
る
論
拠
に
も

な
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
わ
ざ
わ
ざ
名
名
が
異
な
る
文
書
を
偽
造
す
る
理
由
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
こ
の
点
だ
け
で
は
真
偽
い
ず
れ
と
も
断
定
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

35 

次
に
第
三
の
論
拠
に
つ
い
て
考
え
る
。
馬
田
氏
は
、

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
の
示
す
四
至
が
永
仁
の
下
地
中
分
の
範
囲
と
重
な
ら
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ず
、
裁
判
の
証
拠
書
類
と
な
ら
な
い
点
か
ら
、
信
溶
性
を
疑
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
も
必
ず
し
も
偽
文
書
と
す
る
決
定
的
な
論

拠
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
幕
府
の
法
廷
に
お
い
て
、

一
方
の
当
事
者
が
争
点
と
は
関
係
の
な
い
文
書
を
証
拠
書

類
と
し
て
提
出
し
て
い
る
事
例
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
延
応
元
三
一
三
一
九
）
年
五
月
の

「
関
東
下
知

状
」
で
は
、
幕
府
は
訴
人
が
提
出
し
た
四
通
の
証
拠
書
類
の
う
ち
コ
一
通
を
、
係
争
内
容
と
関
わ
り
の
な
い
「
他
事
」
に
つ
い
て
の
文
書

で
あ
る
と
し
て
証
拠
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
ま
た
、
仁
治
一
克
（
一
二
四

O
）
年
間
一

O
月
の
「
関
東
下
知
状
」
で
は
、
争
点
の
一
っ
と

し
て
承
久
の
乱
後
の
地
頭
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
が
あ
っ
た
が
、
幕
府
は
、
訴
人
が
提
出
し
た
「
寛
治
・
応
保
・
元
暦
・
文
治
等
」
の

（お〉

文
書
は
承
久
の
乱
以
前
の
も
の
な
の
で
、
乱
後
に
地
頭
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
の
証
文
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
幕
府
の
裁
判
の
場
に
、
客
観
的
に
は
特
に
争
点
と
関
係
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
文
書
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
も
、
ま
ま
あ

り
加
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
馬
田
氏
が
問
題
と
し
た
、

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
の
証
拠
能
力
の
無
さ
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
を
あ
る
程
度
承
知
の
上
で
、
領
家
・
公
文
側
が
提
出
し
た
可
能
性
も
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ

の
点
も
史
料
の
信
溶
性
を
疑
う
論
点
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
偽
文
書
利
用
目
的
の
論
証
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。
ま
ず
、

「
土
守
田
範
長
申
状
案
」
の
関
係
部
分
を
引
用
し
て
お
く
。

史
料
8

年
欠
「
寺
田
範
長
申
状
案
」

忠
功
事

ハ

寺

田

）

（

藤

原

）

当
庄
中
分
以
前
者
、
御
年
弐
五
十
余
石
、
猶
以
地
頭
抑
留
之
問
、
所
済
有
名
無
実
也
、
市
祖
父
法
念
与
前
領
家
範
親
朝
臣
、
令
v
申
コ

談
之
↓
令
v
備
コ
進
法
念
所
持
開
発
相
承
公
験
文
書
井
北
条
遠
州
持
政
吹
挙
状
等
一
被
v
経
一
一
御
沙
汰
一
被
v
折
ニ
中
当
庄
一
以
降
、
下
地



一
円
進
止
之
問
、
乃
貢
日
比
超
過
莫
太
也
、
宣
非
ニ
希
代
之
忠
勤
一
哉
、
然
即
法
念
子
孫
更
不
v
可
v有
二
牢
龍
一
者
也
、
所
v
謂
中
分

関
東
御
下
知
・
六
波
羅
施
行
等
、
範
長
令
v所
コ
持
之
一
令
v安
コ
堵
本
職
一
者
、
彼
御
下
知
等
可
y
令
v進
コ
置
寺
家
一
候
、
随
而
持
一
中

分
一
所
主
湖
一
目
白
齢
一
致
ニ
興
行
之
沙
汰
一
者
、
公
平
可
v
令
v増
一
明

播磨国赤穂郡久富保の基本史料について

馬
田
氏
は
こ
の
史
料
を
、
寺
田
範
長
が
東
寺
に
対
し
て
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
の
提
出
を
約
束
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
に
は
読
め
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
史
料
の
前
半
部
で
は
、
寺
田
範
長
は
祖
父
法
念
が
永
仁
年
間
の
下
地

中
分
の
際
に
、
「
開
発
相
承
公
験
文
書
井
北
条
遠
州
時
政
吹
挙
状
等
」
（
こ
れ
が
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
に
相
当
す
る
）
を
備
進
し
た

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
末
尾
部
で
範
長
が
、
い
ま
だ
中
分
さ
れ
て
い
な
い
「
那
波
・
佐
方
・
西
奥
」
の
興
行
を
促
進
す
る
も
の
と

し
て
、
「
本
職
」
（
例
名
公
文
職
等
）
の
安
堵
と
引
き
換
え
に
東
寺
へ
の
提
出
を
申
し
出
て
い
る
文
書
は
、

「
彼
御
下
知
等
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
具
体
的
に
は
「
所
謂
中
分
関
東
御
下
知
・
六
波
羅
施
行
等
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
範
長
の
祖
父
法
念
が
所
持

し
て
い
た
文
書
を
提
出
し
た
結
果
、
領
家
に
利
益
を
与
え
た
と
い
う
前
半
部
分
は
、

「
然
即
法
念
子
孫
更
不
可
有
牢
龍
者
也
」
と
の
主

張
を
導
く
た
め
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
史
料
で
は
、
範
長
は
、
法
念
の
「
忠
功
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
中
分
関
東

御
下
知
・
六
波
羅
施
行
等
」
を
提
出
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
法
念
が
「
開
発
相
承
公
験
文
書
」

等
を
備
進
し
た
と
の
く
だ
り
は
、
あ
く
ま
で
も
「
忠
功
」
の
具
体
例
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
時
範
長
が
こ
の
文
書
の
提
出
を

意
図
し
て
記
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
範
長
が
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
と

の
解
釈
を
こ
の
史
料
か
ら
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
で
き
よ
う
。
な
お
、
偽
文
書
作
成
の
時
期
に
つ
い
て
の
検
討
が
残
さ
れ

37 

て
い
る
が
、
こ
れ
は
馬
田
氏
自
身
可
能
性
に
と
ど
ま
る
考
え
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
で
検
討
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
、
馬
田
氏
の
あ
げ
た
偽
文
書
説
の
論
拠
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
馬
田
氏
の
論
拠
に
は
そ
れ
ぞ
れ
不
十
分
な
点
が
残
さ
れ
て

お
り
、

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
全
体
を
偽
文
書
と
断
定
す
る
決
定
的
な
論
拠
は
な
い
こ
と
だ
け
は
、
指
摘
で
き
た
と
考
え
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
の
反
証
で
は
、

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
が
そ
れ
ぞ
れ
真
文
書
で
あ
る
と
す
る
積
極
的
な
証
拠
も
挙
げ
え
て
い
な
い
。

こ
の
点
を
十
分
に
論
証
す
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
が
、
次
章
で
は
現
存
す
る
史
料
の
形
態
的
検
討
を
中
心
に
、
も
う
少
し
考
察
を
進

め
て
み
た
い
。

形
態
的
特
徴
の
検
討

ま
ず
、

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
の
裏
花
押
の
検
討
か
ら
考
察
を
進
め
た
い
。

『
相
生
市
史
』
第
七
巻
の
注
記
に
も
あ
る
と
お
り
、

こ
の
史
料
に
は
、
史
料
1
1
4が
書
か
れ
て
い
る
料
紙
の
紙
継
目
の
裏
側
、
お
よ
び
史
料
5
1
7
の
日
付
記
載
箇
所
の
裏
に
、
花
押
が

据
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
史
料
6
に
「
牛
窓
庄
司
六
郎
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
度
「
大
郎
」
と
書
き
、
次
に
「
大
」
を

擦
り
消
し
て
「
六
」
と
書
き
直
し
て
お
り
、
こ
の
訂
正
箇
所
の
裏
に
も
や
や
小
型
の
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
裏
花
押
は

す
べ
て
同
一
人
物
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
裏
花
押
は
、
永
仁
の
下
地
中
分
の
際
の
前
領
家
藤
原
範
親
の
も
の
と
よ
く
似
て
お
り
、
彼
の
花
押
と
一
応
判
断
す
る
事
が

で
き
る
。
特
に
、
史
料
6
の
訂
正
箇
所
の
裏
に
据
え
ら
れ
た
小
型
の
も
の
が
も
っ
と
も
よ
く
似
て
い
る
（
図
1
参
照
）
o

こ
の
裏
花
押

と
『
花
押
か
が
み
』
四
に
所
収
の
藤
原
範
親
の
花
押
（
図
2
参
照
）
と
を
比
較
す
る
と
、
永
仁
三
年
の
も
の
が
も
っ
と
も
近
似
し
て
お

り
、
永
仁
年
間
の
相
論
の
年
代
と
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
花
押
の
年
代
的
特
徴
か
ら
考
え
れ
ば
、
上
島
氏
が
論
じ
た
よ
う
に
、

-. 
開

発
相
承
文
書
等
案
」
は
永
仁
年
間
の
地
頭
と
の
相
論
の
際
に
作
成
さ
れ
た
、
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
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図1 史料6訂正箇所裏花押（京都府立総合資料館蔵〕

争、 命、必＼
① ② ③ ④ 

①東寺百合文書り函刷、建長4(1252）年3月 日 藤原範親請文

②松雲寺文書、永仁3 (1295〕年11月3日 藤原範親譲状

③美吉文書、嘉元4 (13侃〕年8月29日 沙弥信覚書有譲状

④ 向上継目裏

（＊〉 『大日本古文書』家わけ10--4では、り函14号として収録されているが、

現在原本は東寺百合文書中にはみられない（『相生市史』第七巻、 531頁

参照〉。

図2 藤原範親花押〈『花押かがみ』四、 15頁〕

① ②③  

① 史料1継目裏 ② 史料5日付裏 ③ 史料6日付裏

この他、史料2、3、4の各継目裏、史料7の日付裏にもほぼ同形の花押が

ある。

図3 「開発相承文書等案j裏花押（京都府立総合資料館蔵〉
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に
、
寺
田
範
長
は
、
祖
父
法
念
が
藤
原
範
親
と
相
談
し
て
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
を
備
進
し
た
と
こ
ろ
永
仁
五
年
の
下
地
中
分
が
成

立
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
馬
田
氏
は
こ
の
史
料
8
を
、
寺
田
範
長
が
偽
作
し
た
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
を
東
寺
に
提
出
す
る
こ
と

を
意
図
し
て
記
述
し
た
も
の
と
解
釈
し
た
。

し
か
し
こ
の
史
料
は
そ
の
よ
う
に
は
読
め
ず
、
法
念
が
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
を
備
進

し
た
く
だ
り
は
、
功
績
を
あ
げ
た
法
念
の
子
孫
で
あ
る
範
長
が
所
職
を
改
替
さ
れ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
の
主
張
を
述
べ
る
根
拠
と

し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
こ
章
で
述
べ
た
。
と
す
る
と
、

ま
っ
た
く
事
実
無
根
の
出
来
事
を
根
拠
と
し
て
あ
げ
る
と

は
考
え
に
く
く
、
法
念
が
範
親
と
相
談
し
て
文
書
を
備
進
し
た
こ
と
は
事
実
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
裏
花
押
の
形

が
永
仁
三
年
の
も
の
と
か
な
り
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
永
仁
年
間
の
相
論
の
際
に
、
藤
原
範
親
が
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」

の
作
成
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
史
料
6
の
訂
正
箇
所
以
外
に
据
え
ら
れ
た
裏
花
押
に
つ
い
て
は
、
藤
原
範
親
自
筆
の
も
の
と
断
定
す
る
の
は
や
や

時
間
踏
を
覚
え
る
（
図
3
参
照
〉
o

こ
れ
ら
は
、

『
花
押
か
が
み
』
所
収
の
も
の
に
比
べ
て
筆
勢
が
か
な
り
弱
く
、

ま
た
粗
雑
に
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
ま
た
、
運
筆
に
も
若
干
の
相
違
が
あ
る
。

『
花
押
か
が
み
』
所
収
の
も
の
は
、
花
押
の
中
央
に
三
角
形
を

描
い
た
後
、
下
方
へ
降
ろ
し
、
そ
れ
か
ら
下
方
へ
の
線
と
重
ね
て
上
方
へ
返
し
、
再
び
下
方
へ
降
ろ
し
て
か
ら
斜
め
上
方
へ
返
し
て
三

角
形
の
外
へ
払
う
と
い
う
か
た
ち
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
運
筆
の
特
徴
は
嘉
一
万
四
年
の
も
の
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か
し
、

史
料
6
の
訂
正
箇
所
以
外
の
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
の
裏
花
押
は
、
三
角
形
の
内
側
へ
降
ろ
す
第
一
の
線
と
上
方
へ
返
す
線
と
が
大

き
く
離
れ
て
お
り
、
二
つ
の
線
の
聞
に
三
角
形
の
底
辺
付
近
か
ら
V
字
も
し
く
は
U
字
状
の
空
白
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
他
、

『
花
押

か
が
み
』
所
収
の
も
の
は
三
角
形
の
底
辺
部
分
が
右
下
が
り
の
傾
き
を
有
し
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
史
料
6
の
訂
正
箇
所
以

外
の
裏
花
押
は
、
す
べ
て
こ
の
箇
所
が
か
な
り
水
平
に
近
く
措
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
相
違
点
の
存
在
は
、
史
料
6
の
訂
正
箇
所



以
外
の
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
の
裏
花
押
が
、
範
親
以
外
の
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
裏
花

押
の
真
偽
に
つ
い
て
の
断
定
は
差
し
控
え
た
い
が
、
以
下
で
は
、
史
料
6
の
訂
正
箇
所
以
外
は
偽
の
裏
花
押
で
あ
る
可
能
性
を
考
慮
し

つ
つ
、

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
の
作
成
経
緯
に
つ
い
て
、
形
態
的
特
徴
を
も
と
に
考
察
を
行
い
た
い
。

『
相
生
市
史
』
第
七
巻
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
存
の
も
の
は
史
料
1
1
4
と
史
料
5
1
7
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
筆
跡
で
書
か
れ
て

播磨国赤穂郡久富保の基本史料について

い
る
。
ま
た
、
史
料
1
1
4
は
五
枚
の
料
紙
に
四
通
の
文
書
が
追
い
込
み
で
記
さ
れ
て
お
り
、
史
料
5
1
7
は
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
の
料
紙

に
一
通
ず
つ
文
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
史
料
1
1
4
と
史
料
5
1
7が
別
人
に
よ
っ
て
筆
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
史
料
1
1
4
と
史
料
5
1
7
と
の
二
つ
の
部
分
に
分
け
て
考
え
る
と
、

ま
ず
、
史
料
5
1
7
に
つ
い
て
は
、

史
料
6
の
訂
正
箇
所
に
藤
原
範
親
自
筆
の
裏
花
押
が
据
え
ら
れ
て
お
り
、
永
仁
年
間
に
藤
原
範
親
の
関
与
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
と
考

え
て
よ
い
。
そ
し
て
、
史
料
6
に
訂
正
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
筆
写
の
対
象
と
な
っ
た
原
文
書
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
史
料
7
に
も
あ
る
。
史
料
7
の
冒
頭
に
は
「
矢
野
定
主
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
意
味
不
明
で
あ
り
、
原
文
書
か
ら
の
誤
写
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
史
料
6

・7
に
は
、
永
仁

年
間
の
案
文
作
成
以
前
か
ら
原
文
書
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
史
料
5
に
つ
い
て
は
、
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
真

偽
い
ず
れ
と
も
判
断
の
つ
か
な
い
問
題
点
が
あ
る
。
た
だ
、
史
料
5
は
藤
原
範
親
自
筆
の
裏
花
押
が
据
え
ら
れ
た
史
料
6
と
同
筆
で
あ

る
の
で
、
仮
に
史
料
5
が
偽
文
書
で
あ
る
と
し
て
も
永
仁
年
間
よ
り
後
の
作
成
と
考
え
る
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
筆
跡
の
異
な
る
史
料
1
1
4
に
つ
い
て
は
、
裏
花
押
が
藤
原
範
親
自
筆
の
も
の
と
は
断
定
で
き
ず
、
文
書
自
体
の
成
立
に
つ

41 

い
て
疑
問
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
仮
に
裏
花
押
が
偽
物
で
あ
る
と
す
る
と
、
論
理
的
に
は
、
①
永
仁
年
間
作
成
の
も
の
に
後
か
ら
藤
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原
範
親
の
花
押
に
似
せ
た
も
の
が
据
え
ら
れ
た
、
②
藤
原
範
親
自
筆
の
裏
花
押
が
あ
っ
た
、
水
仁
年
間
作
成
の
も
の
を
後
代
に
そ
っ
く
り

そ
の
ま
ま
筆
写
し
た
、
③
表
の
文
書
自
体
が
永
仁
年
間
以
降
に
ま
っ
た
く
の
偽
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
、

と
い
う
三
通
り
の
可
能
性

が
あ
る
。

だ
が
、
先
述
の
よ
う
に
史
料
8
で
は
、
寺
田
法
念
が
「
開
発
相
承
公
験
文
書
井
北
条
遠
州
時
政
吹
挙
状
等
」
を
備
進
し
た
と
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の
「
北
条
遠
州
時
政
吹
挙
状
」
は
藤
原
範
親
の
自
筆
裏
花
押
が
あ
る
史
料
6
に
該
当
す
る
。

と
す
る
と
、

史
料

1
1
5
に
あ
た
る
「
開
発
相
承
公
験
文
書
」
に
つ
い
て
も
、
永
仁
年
聞
に
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

右
述
の
③
の
可
能
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
①
・
②
の
い
ず
れ
が
よ
り
妥
当
な
理
解
な
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
た
だ
、

い
ず
れ
の
可
能
性
を
採
る
に
し
て
も
、
史
料

の
真
偽
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
③
史
料
1
1
4
は
、
史
料
6
・
7
と
同
様
に
永
仁
年
間
作
成
の
案
文
で
あ
っ
て
、
法
念
・
範
親
ら
が
筆

写
の
対
象
と
し
た
原
文
書
が
存
在
し
て
い
た
、
⑮
、
氷
仁
年
聞
に
ま
っ
た
く
の
偽
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
、

の
二
通
り
の
可
能
性
が
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
⑧
の
可
能
性
は
成
り
立
つ
余
地
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
法
念
・
範
親
ら
が
「
開
発
相
承
文
書
等

案
」
を
備
進
し
た
永
仁
年
間
の
地
頭
と
の
相
論
は
、
上
島
、
馬
田
両
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
史
料
1
1
4
が
示
す
矢
野
荘
の
浦
分
地

ハ
隠
〉

区
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
こ
の
時
に
法
念
ら
が
史
料
1
1
4
を
ま
っ
た
く
の
偽
文
書
と
し
て
作
成
し

た
と
想
定
す
る
と
、
相
論
の
係
争
地
に
な
っ
て
い
な
い
地
区
を
対
象
と
す
る
偽
文
書
を
わ
ざ
わ
ざ
作
成
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

一
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

た
ま
た
ま
手
元
に
あ
っ
た
文
書
を
相
論
の
係
争
地
と
は
関
係
な
い
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
提
出
す
る
程
度
な
ら

ば
ま
だ
あ
り
う
る
こ
と
と
い
え
よ
う
が
、

ま
っ
た
く
の
偽
文
書
を
証
拠
文
書
と
な
ら
な
い
よ
う
に
作
成
し
て
提
出
す
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
史
料
1
1
4
が
追
い
込
み
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
少
な
く
と
も
永
仁
年
間
の
偽
造
で
は
な
い
こ
と
を
一
不



し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
偽
文
書
を
作
成
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

一
紙
も
の
の
形
態
で
作
成
す
る
の
が
普
通
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ

う
に
考
え
れ
ば
、
史
料
1
1
4
に
つ
い
て
も
永
仁
年
聞
に
作
成
さ
れ
た
案
文
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
か
ら
原
文
書
が
存
在
し
て
い
た
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
永
仁
年
間
の
「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
作
成
の
時
点
で
、
史
料
5
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
は
筆
写
の
対
象
と

播磨医赤穂郡久富保の基本史料について

な
っ
た
原
文
書
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
次
に
問
題
と
な
る
の
は
筆
写
の
対
象
と
な
っ
た
原
文
書
の
真
偽
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
章
で
は
、
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
史
料
1
1
4
に
つ
い
て
、
文
書
様
式
と
記
載
内
容
の
検
討
か
ら
考
察
を
進
め
た
い
。

四

原
文
書
の
真
偽

（

1
）
 

文
書
様
式
の
検
討

ま
ず
、

円四〉

か
な
り
の
長
文
に
な
る
が
、
史
料
1
1
4
を
掲
げ
て
お
く
。

史
料
1
「
播
磨
大
嫁
秦
為
辰
解
案
」

ハ
端
裏
書
）

件
由 一寸

案盟
笥箱
承
依文
型書
λ己（等

ご案
'-' L一
己
了

而
有
v
論
、
何
友
重
像
（
マ
ご
留
守
所
御
判
、
猶
守
殿
御
下
向
マ
ご
愁
申
者
、
不
V

及ニ

郡
司
力
一
候
、

在
判

大
接
秦
為
辰
謹
辞
請
重
郡
裁
事
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請
己
被
下
特
任
ニ
道
理
－
裁
定
ム
給
恥
為
下
按
分
玉
、
背
ニ
留
守
所
御
外
題
一

押
妨
ム
不
v
令
ニ
進
退
一
先
祖
相
伝
久
富
保
在
畠
桑
井
年
苧
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等
愁
状

副
進

調
度
文
書
等

右
件
昌
、
為
一
一
先
祖
相
伝
領
地
屋
敷
一
也
、
而
従
者
重
藤
令
ニ
預
作
一
問
、
重
藤
死
去
己
、
相
次
秋
次
令
二
知
作
一
処
、
今
年
三
月
死
去

又
畢
、
初
擬
一
一
所
知
一
問
、
像
分
王
作
人
、
号
v有
v名
脇
押
妨
者
、
副
一
一
公
験
↓
於
－
一
留
守
所
一
愁
申
目
、
彼
是
対
問
、
任
ニ
公
験
之

（
畢
カ
〉

理
一
為
辰
被
ニ
定
与
一
給
事
己
不
、
擬
ニ
領
知
一
処
、
件
橡
不
ニ
承
引
↓
弥
押
妨
、
桑
撮
領
年
苧
苅
取
、
片
端
蒔
畢
者
、
重
言
上
如
y
件、

望
請
郡
裁
、
所
司
等
被
－
L
河
間
一
理
非
被
v
決
、
伯
注
－
一
事
状
一
以
辞
、

〈一

O
七
一
）

延
久
三
年
六
月
廿
五
日

大
接
奏
為
辰

史
料
2

一寸

依播
v 日韓

望号冨

F事
令郡
v モヨ
催芸
勤宋
為

荒
辰溝 解
等宇
之（さ

従
位
坂
上
如
本
在
判

談
後
は
く
て
如
本
在
判

赤
穂
郡
可
解
申
請
庁
裁
事

請
v
被
一
ユ
特
蒙
－

裁
定
一
且
郡
内
人
夫
催
令
ニ
勤
住
↓
且
賜
－
一
御
外
題
一
作
田
所
知
当
郡
久
富
保
荒
井
溝
状

右
謹
検
ニ
案
内
一
件
井
溝
雄
v
有
一
一
昔
跡
一
破
損
之
後
、
不
ニ
立
申
一
市
経
一
一
年
序
一
也
、
凡
人
夫
之
可
ニ
罷
入
一
事
、
無
二
勝
計
一
者
、
轍

庁
裁
、
給
ニ
郡
内
之
人
夫
一
件
井
溝
令
－
一
環
蓋
↓
の
注
ニ
事
状
一
以
解
、

依
v 

承：：：： ~ド
保Q私
二主沙
年）汰

月言
十上
六如
日 v
件

望
請

大
援
秦
為
辰



史
料
3

「
播
磨
国
赤
穂
郡
司
秦
為
辰
解
案
」

荒
野
開
発
輩
、
可
ニ
抽
賞
一
者
也
者
、
無
二
他
妨
一
永
可
v
領
コ
知
之
一

在
判

赤
穂
郡
司
解
申
請
国
裁
事

括磨間赤穂郡久富保の基本史料について

請
v
被
下
特
依
ニ
且
公
益
ペ
且
以
－
五
割
山
功
賞
一
令
中
領
知
上
当
郡
久
富
保
字
庄
荒
井
溝
荒
田
状

歩
危
上
壱
所
、
拾
捌
町
余
、
当
作
伍
町
弐
段
、
｛
子
抽
井

四

至

蹟

特

器

禁

穣

建

離

山

歩
危
下
壱
所
、
参
拾
弐
丁
余
、
宇
多
波
田
井
畝

四
至
額
貯
瞳
堂
相
鵬
ぃ
特
措
繭
嫡
楠
知
山

留
守
所
御
外
題
二
枚

副
進

（
月
カ
）

右
謹
検
二
案
内
ペ
至
二
子
作
回
一
者
、
致
ニ
領
掌
一
於
ニ
官
物
一
者
、
為
v
存
ニ
公
益
一
始
v
従
一
一
去
年
廿
日
一
子
今
、
件
井
溝
遠
為
ニ
宿
所
ペ

（
功
カ
）

未
ニ
私
宅
罷
帰
一
而
尽
二
五
千
余
人
ミ
劫
一
者
也
、
但
件
井
、
難
v有

vh跡
↓
為
ニ
難
所
一
罷
立
、
而
経
二
年
序
一
畢
、
抑
件
井
溝
為
v体、

（
許
カ
〉

田
口
自
迄
二
井

P
遠
三
十
町
口
、
其
内
土
樋
渡
程
五
箇
所
、
木
樋
野
渡
所
五
段
余
、
山
腰
歩
尾
遠
穿
撃
道
事
弐
町
余
、
其
内
誠
無

限
巌
破
治
所
五
段
許
、
除
ニ
六
尺
余
一
也
、
是
当
保
郡
入
部
之
毎
使
、
検
白
者
、
仰
言
上
如
y
件
、
望
請
国
裁
、

（
勅
カ
〉

功
之
賞
一
被
v
令
y
裁
ヨ
定
、
領
コ
知
件
荒
井
溝
流
荒
田
等
一
者
、
対
ニ
事
状
一
以
解
、

〈
一

O
七
五
〉

承
保
二
年
四
月
廿
八
日

任
日
一
解
状
一
垂
－
面
市

大
接
秦
為
辰
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史
料
4

「
播
磨
大
教
秦
為
辰
解
案
」
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（
マ
マ
〉
（
マ
マ
）

可
ニ
開
発
領
掌
一
之
由
、
先
判
調
重
、
況
宇
弁
コ
申
所
作
田
官
物
一
訴
申
之
者
、
有
二
其
謂
一
者
、
可
v
領
コ
知
之
一

散
位
少
槻

藤
原
朝
臣

在
判

大
接
秦
為
辰
謹
辞
請
留
守
所
裁
事

請
v被
下
任
ニ
傍
例
一
賜
中
御
外
題
U

弁
コ
済
官
物
一
地
永
領
、
当
郡
久
富
保
石
井
流
破
損
不
作
田
参
十
町
状

副
進

開
発
調
度
文
書

枚

当
御
任
国
判

枚

前
司
殿
国
判

枚

前
司
御
任
留
守
判

右
謹
検
一
一
案
内
一
件
流
数
ニ
集
年
荒
田
地
一
而
郡
司
之
時
、
励
申
基
立
、
年
来
耕
作
之
程
、
令
一
一
破
損
一
依
v
不
γ
及
一
一
人
力
一
皆
悉
不

作
者
、
今
年
始
不
v
被
v
令
v
入
一
一
部
検
回
使
一
有
ニ
官
物
之
責
↓
初
於
ニ
弁
申
一
永
領
地
、
言
上
如
v
件
、

望
請
、

留
守
所
被
v
垂
ニ
裁

下

承三者

竪2将
二九v
年）仰
十二
一道
理
月一
三之
日由

イ乃
注

事
状

以
辞

大
接
秦
為
辰

ま
ず
、
文
書
様
式
か
ら
若
干
の
検
討
を
行
う
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
史
料
1
・
4
が

「
何
某
謹
辞
－
－
－
－
－
－
L

で
は
じ
ま
り
、

「
；
・
：
伯
注
事
状
、
以
辞
」
で
お
わ
る
、
辞
と
い
う
文
書
様
式
で
作
成
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
辞
の
用
法
と
し
て
は
、
律
令
制
下
に

お
い
て
は
雑
任
以
下
庶
民
ま
で
の
官
司
に
対
す
る
上
申
文
書
の
様
式
と
し
て
公
式
令
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
公
式
令
通
り
の
書
式
の

（泊）

実
例
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
当
初
か
ら
解
に
よ
っ
て
代
用
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鎌
倉
初
期
の

『
雑
筆
要



（
割
〉
集
』
で
は
、

「
謹
辞
」
で
は
じ
ま
る
様
式
は
売
券
や
借
用
状
の
書
式
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
売
券
の
文
例
で
は
、

「
謹
辞
」
と

の
書
き
出
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
書
き
止
め
は
「
以
解
」
と
な
っ
て
お
り
、
売
券
や
上
白
・
文
書
の
様
式
と
し
て
当
時
一
般
的
で
あ
っ
た
解

と
の
混
同
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
史
料
1
・
4
の
辞
は
訴
状
・
申
請
状
の
類
で
あ
り
、

『
雑
筆
要
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
様
の
用

播磨国赤穂郡久富保の基本史料について

法
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
『
平
安
遺
文
』
で
検
索
す
る
と
、
三
例
ほ
ど
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
康
保
二
（
九
六
五
）
年
一
一
一
月
三
日

ハ

n〉

「
豊
後
国
由
原
宮
宮
師
僧
仙
照
解
」
は
由
原
宮
宮
師
が
国
衝
に
対
し
て
季
供
田
の
先
例
通
り
の
免
除
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
口

「
何
注
事
状
、
（
司
t
r
」
で
書
き
止
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
長
治
元
（
一
一

請
国
裁
事
」
で
書
き
出
し
、

ハお）

O
四
）
年
一
二
月
八
日
「
式
部
史
生
矢
集
延
任
解
」
は
式
部
史
生
矢
集
延
任
な
る
人
物
が
御
室
に
対
し
て
焼
亡
し
た
寺
院
の
再
建
へ
の

幡
出
原
宮
師
僧
仙
照
謹
辞

「
式
部
史
生
矢
集
延
任
謹
辞

解
申

「
何
言
上
子
細
如
件
」
で
書

御
室
裁
許
状
」
で
書
き
出
し
、

き
止
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
承
暦
二
（
一

O
七
八
）
年
七
月
一

O
日
「
範
俊
解
替
は
訴
訟
相
手
の
陳
状
を
論
難
す
る
重
訴
状

助
成
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

で
あ
り
、
書
き
出
し
は
「
阿
闇
梨
伝
燈
大
法
師
位
範
俊
解

申
重
進

申
文
事
」
で
あ
る
が
、
書
き
止
め
は
「
伺
録
在
状
、
謹
辞
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
事
例
は
少
な
く
、

ま
た
完
全
な
辞
様
式
と
考
え
ら
れ
る
の
は
「
豊
後
国
由
原
官
官
師
僧
仙
照
解
」

例
の

み
で
あ
る
が
、

一
応
一

0
1
一
一
世
紀
ご
ろ
に
お
い
て
、
辞
が
訴
状
・
申
請
状
の
書
式
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
と

す
る
と
、
史
料
1
・
4
は
文
書
様
式
と
し
て
は
当
時
の
用
法
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

し
か
し
こ
こ
で
同
時
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、

「
式
部
史
生
矢
集
延
任
解
」
や
「
範
俊
解
案
」
が
、
解
と
混
同
し
た
書
き
方
を
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
一
一
・
一
二
世
紀
の
交
ご
ろ
に
は
辞
と
い
う
様
式
自
体
が
崩
れ
は
じ
め
て
い
た
状
況
を
示
し
て

47 

い
る
。
ま
た
、
完
全
な
辞
様
式
の
訴
状
・
申
請
状
と
し
て
は
唯
一
の
事
例
と
な
る
「
豊
後
国
出
原
宮
宮
師
僧
仙
照
解
」
に
つ
い
て
も
、
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（お〉

同
一
人
物
が
同
一
内
容
を
申
請
し
た
永
一
昨
二
（
九
九

O
）
年
二
月
九
日
「
豊
後
国
白
原
宮
宮
師
仙
照
解
」
は
、
解
様
式
で
作
成
さ
れ
て

い
る
。
辞
様
式
の
訴
状
・
申
請
状
の
数
が
不
完
全
な
も
の
を
あ
わ
せ
て
も
三
例
と
少
な
い
こ
と
も
考
え
れ
ば
、
辞
様
式
の
訴
状
・
申
請

状
は
一

0
・
一
一
世
紀
当
時
に
お
い
て
も
、
解
の
陰
に
隠
れ
た
や
や
特
殊
な
文
書
様
式
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
用
法
は
、
鎌
倉
初
期
の
『
雑
筆
要
集
』
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
実
際
、

・
申
請
状
と
し
て
辞
様
式
を
用
い
た
も
の
は
建
仁
三
（
一
二

O
三
〉
年
に
一
侃
ず
在
す
る
の
み
で
、 『
鎌
倉
遺
文
』
を
検
索
し
て
も
、
訴
状

書
自
体
も
、

「
謹
辞
」
と
い
う
書
き
出
し
の
文

ハ幻》

一
二
二

0
年
代
に
な
る
と
全
国
的
に
見
ら
れ
る
の
は
売
券
と
し
て
の
用
例
の
み
と
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら

考
え
る
と
、
史
料
1
・
4
が
辞
様
式
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
一
一
世
紀
後
期
作
成
の
真
文
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

く

一
二
二

0
年
代
以
降
作
成
の
偽
文
書
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（

2
〉

記
載
内
容
の
検
討

次
に
、
史
料
の
内
容
的
検
討
を
行
い
た
い
。
ま
ず
、
史
料
1
に
つ
い
て
考
え
る
。
史
料
1
は
、
秦
為
辰
が
播
磨
按
分
王
に
よ
っ
て
先

極
相
伝
の
岳
地
を
押
領
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
郡
司
に
訴
え
た
訴
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
郡
司
の
裁
定
は
、
記
述
が
欠
け

て
い
る
部
分
が
多
い
た
め
文
意
が
と
り
に
く
い
が
、
為
辰
の
領
有
権
が
正
当
で
あ
る
と
一
応
認
め
つ
つ
も
、
国
守
の
裁
定
次
第
で
は
郡

可
の
判
断
が
覆
さ
れ
る
こ
と
も
有
り
う
る
と
す
る
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
こ
の
史
料
は
為
辰
の
領
有
権
を

は
っ
き
り
と
認
定
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
史
料
2
も、

「
郡
内
之
人
夫
」
の
動
員
許
可
を
求
め
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、

直
接
土
地
の
領
有
権
を
認
定
す
る
証
拠
文
書
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

次
に
、
史
料
3
は
、
史
料
2
と
用
水
路
再
開
発
に
関
す
る
一
連
の
も
の
と
し
て
、
内
容
上
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
3

で
は
「
当
作
伍
町
弐
段
」
と
の
記
載
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
は
、
為
辰
が
「
字
庄
荒
井
溝
荒
田
」
の
再
開
発
に
よ
る
領
有
権
を
申
請
し



た
五

O
町
の
内
の
現
在
の
開
作
面
積
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、

「
荒
井
溝
」
の
再
開
発
工
事
は
完
成
し
た
が
、
荒
田
の
再
開
発
は
予
定

の
一
割
程
度
し
か
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
開
発
が
さ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
史
料
4
は
、
為
辰
が
再
開
発
を
行
っ
た
土
地
に
対
す
る
領
有
権
の
認
定
を
求
め
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
史
料
で
は
、
再
開
発
地
が
「
石
井
流
」
の
破
損
に
よ
っ
て
再
び
不
作
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

播磨国赤穂郡久富保の基本史料について

そ
の
上
で
、
官
物
は
納
入
す
る
の
で
領
有
権
は
認
め
て
ほ
し
い
、
と
願
い
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
為
辰
の
再
開
発
が
必
ず
し
も

順
調
に
進
展
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
史
料
1
1
4
は
、
直
接
為
辰
の
領
有
権
を
保
証
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
再
開
発
が
必
ず
し
も
順
調

に
進
ん
で
い
な
い
状
況
を
示
し
て
い
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
を
偽
作
さ
れ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、

な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
内
容
で

作
成
し
た
の
か
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
史
料
を
偽
文
書
と
仮
定
す
る
と
、
作
成
の
目
的
は
こ
の
史
料
に
記
載

さ
れ
た
土
地
の
領
有
権
の
由
緒
を
主
張
す
る
た
め
と
想
定
す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
史
料
の
な
か
に
は
直
接
土
地
の

領
有
権
を
保
証
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
文
書
が
あ
っ
た
り
、
土
地
の
開
発
が
う
ま
く
進
ん
で
い
な
い
状
況
が
書
き
込
ま
れ
た
り
し
て

い
る
。
こ
の
四
通
の
文
書
に
は
、
偽
文
書
と
し
て
は
作
成
の
目
的
に
照
ら
し
て
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
、
無
駄
な
情
報
が
書
き
込
ま

れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
史
料
1
1
4
に
は
、
記
述
内
容
に
偽
文
書
と
断
ず
る
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
点
が
多
く
、
少
な
く
と
も
、
史
料

1
1
4
全
体
が
ま
っ
た
く
の
偽
文
書
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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お

わ

り

以
上
、

「
開
発
相
承
文
書
等
案
」
の
真
偽
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。
論
旨
を
ま
と
め
る
と
、
史
料
5
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
永
仁
年
間
の
矢
野
荘
公
文
寺
田
法
念
と
前
領
家
藤
原
範
親
に
よ
る
案
文
作
成
時
に
は
、
筆
写
の

対
象
と
な
っ
た
原
文
書
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
う
ち
史
料
1
1
4
に
つ
い
て
は
記
述
内
容
に
偽
文
書
に
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
点
が
多
く
、

ま
た
文
書
様
式
も
平
安
後
期
に
特
有
の
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
全
体
的
に
は
平
安
後
期
に
作
成
さ
れ

た
真
文
書
の
案
文
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

し
か
し
、
こ
の
史
料
に
は
ま
だ
ま
だ
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
史
料
5
1
7
の
真
偽
に
つ
い
て
、

ハお〉

検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
久
保
田
和
彦
氏
が
指
摘
し
た
、
案
文
作
成
時
の
改
憲
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
立
ち
入
っ
た

検
討
が
行
え
な
か
っ
た
。
こ
の
改
鼠
の
可
能
性
と
も
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
史
料
3
に
記
載
さ
れ
た
「
荒
井
溝
」
の
現
地
比
定
に

建も
設問
さ題
れが
た残
とさ
考れ
えて
らし、
れる
て。

きこ
てれ
いま
る宙で。、ノ

し
カミ
し

「
荒
井
溝
」
は
史
料
3
の
四
至
記
載
に
即
し
て
、

旧
相
生
市
内
地
域
西
部
の
苧
谷
川
流
域
に

「
相
生
市
史
』
第
三
巻
で
高
橋
学
氏
は
、
史
料
3
の
四
至
記
載
と
矛
盾
す
る
こ
と

を
認
め
つ
つ
も
、
矢
野
川
流
域
に
「
荒
井
溝
」
を
比
定
し
た
方
が
理
解
し
や
す
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
仮
に
高
橋
氏
の
想
定
が
妥
当

で
あ
る
と
な
る
と
、
史
料
3
の
四
至
記
載
箇
所
が
、
後
に
改
鼠
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
の
踏
み
込
ん

だ
検
討
は
行
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
問
題
は
残
さ
れ
て
お
り
、
四
至
な
ど
史
料
記
載
の
細
部
で
は
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
四
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
全
体
的
に
は
、
史
料
1
1
4
は
真
文
書
の
案
文
と
し
て
差
し
支
え
な
く
、

一
一
世
紀
後
期

の
状
況
を
示
す
一
次
史
料
と
な
り
う
る
と
考
え
る
。
大
方
の
ご
批
判
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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4
）
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5
）
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6
〉

清
水
コ
一
男
「
中
世
に
お
け
る
播
磨
矢
野
庄
」
（
『
中
世
荘
園
の
基
礎
構
造
』
、
高
桐
書
院
、
一
九
四
九
年
、
初
出
は
一
九
三
二
年
〉
、
宮
川
満

「
矢
野
庄
の
源
流
」
（
『
西
播
史
談
会
々
報
』
、
一
一
・
一
一
一
合
併
、
一
九
四
九
年
）
、
同
「
播
磨
国
矢
野
庄
」
（
柴
田
実
編
『
庄
園
村
落
の

構
造
』
、
創
元
社
、
一
九
五
五
年
）
、
石
母
田
正
「
封
建
制
成
立
の
二
三
の
問
題
」
（
『
古
代
末
期
政
治
史
序
説
』
上
、
未
来
社
、
一
九
五
六

年
〉
、
一
二
浦
圭
一
「
奏
為
辰
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
（
『
兵
庫
史
学
』
一
一
一
一
、
一
九
五
九
年
〉
、
大
山
喬
平
「
中
世
に
お
け
る
潅
漉
と
開
発
の

労
働
編
成
」
（
『
日
本
中
世
農
村
史
の
研
究
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
初
出
は
一
九
六
一
年
〉
、
松
岡
秀
夫
「
矢
野
庄
の
開
発
に
つ
い

て
」
（
『
播
磨
』
五
六
、
一
九
六
三
年
〉
、
吉
田
品
「
平
安
期
の
開
発
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
」
（
『
史
林
』
四
八

l
六
、
一
九
六
五
年
〉
、

大
石
直
正
「
公
水
主
義
の
崩
壊
と
領
主
に
よ
る
用
水
支
配
の
成
立
」
（
豊
田
武
編
『
産
業
史
』

I
、
山
川
出
版
社
、
一
九
六
五
年
）
、
戸

田
芳
実
「
在
地
領
主
制
の
形
成
過
程
」
（
『
日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
、
永
原
慶
二
『
日
本
の
中
世
社

会
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）
、
網
野
善
彦
「
荘
園
公
領
制
の
形
成
と
構
造
」
（
『
日
本
中
世
土
地
制
度
史
の
研
究
』
、
塙
書
房
、
一
九

九
一
年
、
初
出
は
一
九
七
三
年
）
、
亀
田
隆
之
「
国
街
お
よ
び
開
発
領
主
の
用
水
支
配
」
（
『
日
本
古
代
用
水
史
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
三
年
）
、
義
江
彰
夫
「
保
の
形
成
と
そ
の
特
質
」
（
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
一
一
ー
ー
一
、
一
九
七
四
年
）
、
上
島
有
「
鎌
倉
時

代
の
播
磨
国
矢
野
庄
に
つ
い
て
」
（
『
古
文
書
研
究
』
七
・
八
合
併
、
一
九
七
五
年
）
、
久
保
田
和
彦
「
十
一

1
十
二
世
紀
に
お
け
る
国
司
・

国
衛
権
力
の
国
街
領
支
配
」
（
「
日
本
歴
史
』
ゴ
一
八
七
、
一
九
八

O
年
）
、
伊
藤
正
義
「
中
世
初
期
の
開
発
と
所
領
形
成
」
（
『
学
習
院
史
学
』

一
六
、
一
九
八

O
年
〉
、
宮
川
満
「
播
磨
国
矢
野
荘
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
」
（
『
兵
庫
県
の
歴
史
』
一
八
、
一
九
八
一
年
〉
、
木
村
茂
光

「
播
磨
国
赤
穂
郡
久
富
保
の
開
発
」
（
『
日
本
古
代
・
中
世
畠
作
史
の
研
究
』
、
校
倉
書
ユ
一
、
一
九
九
二
年
、
初
出
は
一
九
八
二
年
）
、
坂
本

弘
巳
「
『
播
磨
国
矢
野
庄
』
地
名
の
考
察
」
（
相
生
歴
史
研
究
会
『
み
ち
』
四
、
一
九
八
二
年
〉
、
森
内
秀
造
「
兵
庫
県
相
生
古
窯
跡
群
に

つ
い
て
」
（
『
日
本
史
論
叢
』
一

O
、
一
九
八
三
年
ー
な
ど
。

「
久
富
保
」
・
「
矢
野
庄
の
悪
党
（
ニ
〉
」
（
『
相
生
市
史
』
第
一
巻
、
一
九
八
四
年
）
。

高
橋
学
「
歴
史
時
代
の
地
形
環
境
」
（
『
相
生
市
史
』
第
一
二
巻
、
一
九
八
八
年
）
。

『
相
生
市
史
』
第
七
巻
（
一
九
九

O
年
〉
、
編
年
文
書
七
号
。

注
（
1
〉
前
掲
清
水
論
文
。

注
（
1
〉
前
掲
上
島
論
文
。
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（

7
〉

（

8
）
 

東
寺
百
合
文
書
ト
函
、
『
相
生
市
史
』
第
八
巻
上
（
一
九
九
二
年
〉
、
編
年
文
書
四
九
二
号
。

こ
こ
で
以
後
の
論
述
の
便
宜
の
た
め
、
久
富
保
・
矢
野
荘
の
伝
領
経
過
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。
詳
細
は
さ
し
あ
た
り
『
相
生

市
史
』
第
一
巻
（
一
九
八
四
年
）
、
第
二
巻
（
一
九
八
六
年
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。
院
近
臣
藤
原
顕
季
家
領
と
な
っ
て
い
た
久
宮
保
は
、

保
延
ニ
ハ
一
二
三

C
年
に
美
福
門
院
領
矢
野
荘
と
し
て
立
荘
さ
れ
る
。
そ
の
後
八
条
院
へ
と
伝
領
さ
れ
る
が
、
そ
の
こ
ろ
美
福
門
院
の

御
願
寺
歓
喜
光
院
の
寺
用
に
充
て
る
た
め
、
荘
内
の
半
分
近
く
が
別
名
と
し
て
割
き
置
か
れ
、
残
り
の
部
分
は
例
名
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
例
名
預
所
職
（
鎌
最
後
期
の
史
料
で
は
領
家
職
と
し
て
現
れ
る
）
は
、
美
福
門
院
の
乳
母
伯
誉
局
か
ら
彼
女
の
孫
藤
原
隆

信
へ
伝
え
ら
れ
、
以
後
彼
の
子
孫
が
代
々
伝
領
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
建
長
三
三
二
五
一
〉
年
以
降
、
預
所
職
の
別
相
伝
の
た

め
、
例
名
か
ら
相
生
湾
岸
地
区
が
別
納
分
と
し
て
分
割
さ
れ
、
浦
分
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
永
仁
五
（
一
二
九
七
）
年

に
領
家
藤
原
氏
と
地
頭
海
老
名
氏
と
の
和
与
に
も
と
づ
い
て
下
地
中
分
を
命
じ
る
幕
府
下
知
状
が
出
さ
れ
、
翌
永
仁
六
年
か
ら
正
安
二

（
一
三
三

O
）
年
に
か
け
て
荘
内
の
実
検
・
中
分
が
実
施
さ
れ
た
。
以
後
例
名
東
方
が
地
頭
方
、
西
方
が
領
家
方
と
な
っ
た
。
ま
た
、
正

安
二
年
に
は
、
別
名
が
亀
山
上
皇
に
よ
っ
て
南
禅
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
後
宇
多
上
皇
に
よ
っ
て
正
和
二
（
一
一
一
一
一
一
一
一
）
年

に
例
名
が
、
さ
ら
に
文
保
元
（
二
二
一
七
）
年
に
別
納
の
浦
分
と
重
藤
名
が
東
寺
に
寄
進
さ
れ
、
東
寺
領
矢
野
荘
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、

浦
分
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
末
期
に
は
一
元
領
家
藤
原
冬
綱
と
の
相
論
が
あ
り
、
ま
た
建
武
一
一
（
一
一
一
一
一
一
一
五
）
年
に
は
例
名
西
奥
と
と
も
に
一

旦
南
禅
寺
領
と
な
る
な
ど
係
争
が
続
き
、
そ
の
後
も
地
頭
海
老
名
氏
の
勢
力
が
強
く
、
こ
の
地
区
へ
の
東
寺
の
支
配
は
ほ
と
ん
ど
実
効
性

を
持
た
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
播
磨
国
矢
野
荘
」
、
注
（
1
）
前
掲
。

注
（
1
）
前
掲
久
保
田
論
文
。

松
岡
秀
夫
「
矢
野
庄
の
開
発
に
つ
い
て
」
、
宮
川
満
「
播
磨
国
矢
野
荘
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
」
、
坂
本
弘
巳
「
『
播
磨
国
矢
野
庄
』
地
名

の
考
察
」
、
森
内
秀
造
「
兵
庫
県
相
生
古
窯
跡
群
に
つ
い
て
」
、
い
ず
れ
も
注
（
1
）
前
掲
。

中
世
の
矢
野
在
域
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
現
在
の
相
生
市
域
は
地
形
的
に
、
相
生
湾
に
面
し
た
相
生
市
街
地
が
広
が
る
苧
谷
川
・
普
光
沢
川
の

流
域
と
、
や
や
内
陸
に
入
り
な
が
ら
も
比
較
的
広
い
平
地
が
展
開
す
る
矢
野
川
流
域
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
九
五
四
年
の
合
併
以

前
は
、
前
者
が
旧
相
生
市
、
後
者
が
矢
野
村
お
よ
び
若
狭
野
村
と
し
て
行
政
区
分
さ
れ
て
い
た
。

注
（
1
）
前
掲
上
島
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

f、、 r、、 r目、
11 10 9 
'--' ＇、.／ '--' 

（ロ）
〈
日
）
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（

U
）
 

（

日

）

（

Mm）
 

（

U
）
 

（
同
国
〉

（

m
U
）
 

（

初

）

松
浦
山
代
文
書
、
『
鎌
倉
幕
府
裁
許
状
集
』
上
、
六

O
号。

小
早
川
家
文
書
、
『
鎌
倉
幕
府
裁
許
状
集
』
上
、
六
六
号
。

注
（
7
）
前
掲
。
『
相
生
市
史
』
第
七
巻
は
、
こ
の
史
料
を
建
武
一
一
（
一
一
一
二
三
去
年
ご
ろ
の
も
の
と
比
定
し
て
い
る
。

注
（
4
）
前
掲
書
、
五
三
一
一
貝
。

注
（
1
）
前
掲
上
島
論
文
、
注
（
2
）
前
掲
馬
田
論
文
。

注
（
4
）
前
掲
。

勝
峯
月
渓
『
古
文
書
学
概
論
』
（
目
黒
書
店
、
一
九
三

O
年
）
、
今
江
広
道
「
上
申
文
書
」
（
『
日
本
古
文
書
学
講
座
』
2
、
古
代
編
I
、

雄
山
閥
、
一
九
七
八
年
）
、
所
功
「
辞
」
（
『
国
史
大
辞
典
』
）
。

『
続
群
書
類
従
』
十
一
下
、
公
事
部
。

枠
原
八
幡
宮
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
二
八
五
号
。

東
大
寺
文
書
『
平
安
遺
文
』
一
六
一
一
一
一
一
号
。

東
寺
観
智
院
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
補
一
七
号
。

枠
原
八
幡
宮
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
一
二
三
人
号
。

豊
後
宮
成
家
文
章
宍
建
仁
三
三
二

O
三
）
年
八
月
六
日
宇
佐
公
方
解
写
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
一
一
七
四
号
）
。
但
し
、
こ
の
文
書
も
書
き
出

し
が
「
八
幡
宇
佐
官
大
宮
可
宇
佐
宿
祢
公
一
房
一
嫡
子
擬
大
宮
司
宇
佐
宿
祢
公
方
解
申
請
鎌
倉
殿
政
璽
裁
事
」
（
傍
線
筆
者
〉
と
な
っ
て
い
て
、

書
き
止
め
が
「
言
上
如
件
、
謹
辞
、
謹
一
言
」
と
な
っ
て
お
り
、
様
式
は
か
な
り
く
ず
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
訴
状
や
申
請
状
の
類
で
は
な
い
が
「
謹
辞
」
で
は
じ
ま
る
文
書
を
『
鎌
倉
遺
文
』
で
検
索
す
る
と
、
広
く
上
申
文
書
の
類
と

ま
と
め
ら
れ
る
も
の
は
、
上
意
の
請
文
と
し
て
の
用
例
が
元
久
元
三
二

O
四
）
年
ま
で
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
四
六
五
号
）
、
紛
失
状
と
し

て
が
建
保
六
（
三
二
八
）
年
ま
で
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
一
一
一
六
七
号
）
、
寄
進
状
と
し
て
は
文
永
三
（
一
二
六
六
）
年
ま
で
（
『
鎌
倉
遺
文
』

九
五
六
七
号
）
、
と
な
っ
て
い
る
。
寄
進
状
と
し
て
の
用
例
の
み
比
較
的
遅
く
ま
で
残
る
が
、
こ
れ
は
『
鎌
倉
遺
文
』
全
体
で
、
九
州
地

方
の
文
書
に
の
み
見
ら
れ
る
用
例
で
あ
る
。
そ
の
他
、
上
申
文
書
で
は
な
い
が
「
謹
辞
」
の
書
き
出
し
を
も
っ
用
例
に
は
売
券
、
借
用
状
、

譲
状
が
あ
る
。
売
券
と
し
て
は
南
北
朝
期
以
降
ま
で
全
国
的
に
見
ら
れ
る
が
、
借
用
状
と
し
て
は
建
仁
二
三
二

O
二
）
年
ま
で
（
『
鎌

倉
遺
文
』
一
三

O
二
号
）
、
譲
状
と
し
て
は
、
全
国
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
の
は
建
保
五
三
二
一
七
）
年
の
紀
伊
国
の

（

幻

）

（泣）
（お〉

（
川
品
）

（お〉

（

Mm）
 

（幻〉
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（お）

事
例
（
『
鎌
倉
遺
文
』
二
二
九
八
号
〉
ま
で
で
、
以
後
は
九
州
で
の
み
鎌
倉
末
期
ま
で
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
九

州
以
外
の
地
域
で
は
、
「
謹
辞
」
で
書
き
出
さ
れ
る
文
書
は
、
売
券
を
除
い
て
ほ
ぼ
一
二
二

0
年
代
に
入
る
こ
ろ
に
は
姿
を
消
し
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

注
（
1
）
前
掲
久
保
田
論
文
。
氏
は
史
料
1
に
、
「
先
祖
相
伝
久
富
保
在
畠
桑
井
年
苧
」
と
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
こ
の
史
料

が
土
地
制
度
と
し
て
の
保
の
初
見
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
「
久
富
保
」
が
「
先
祖
相
伝
」
と
か
な
り
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た

よ
う
に
読
め
る
点
は
お
か
し
く
、
こ
の
箇
所
の
「
久
富
保
」
の
三
文
字
は
案
文
作
成
時
の
加
筆
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

松
岡
秀
夫
「
矢
野
庄
の
開
発
に
つ
い
て
」
、
坂
本
弘
巳
「
『
播
磨
国
矢
野
庄
』
地
名
の
考
察
」
、
い
ず
れ
も
注
（
1
〉
前
掲
。

注
（
3
〉
前
掲
論
文
。

（

mm）
 

（

ω） 

（
大
学
院
前
期
課
程
学
生
）


